
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を

総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基

づ
く
福
祉
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
（
抄
）

注�　

平
二
五
年
厚
労
令
四
号
に
よ
り
「
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

福
祉
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
を
現
題
名
に
改
題

最
終
改
正　

令
三
厚
労
令
五
五

（
趣
旨
）

第
一
条　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的

に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二

十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
八
十
条
第
二
項
の

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
の
う
ち
、
福
祉
ホ
ー
ム

に
係
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す

る
。

　

一�　

法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二

項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
（
地

方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下

こ
の
条
及
び
第
三
条
第
三
項
に
お
い
て
「
指
定
都

市
」
と
い
う
。）及
び
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十

二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
条
第

三
項
に
お
い
て
「
中
核
市
」
と
い
う
。）に
あ
っ
て

は
、
指
定
都
市
又
は
中
核
市
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。）が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き

基
準　

第
十
条
の
規
定
に
よ
る
基
準

　

二�　

法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二

項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条

例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準　

第
九
条

第
一
項
（
居
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
二
項

第
一
号
ロ
並
び
に
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
基
準

　

三�　

法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二

項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条

例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準　

第
十
三

条
の
二
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
五
条
、
第
十
七

条
及
び
第
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
基
準

　

四�　

法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二

項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条

例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
標
準
と
す
べ
き
基
準　

第

八
条
の
規
定
に
よ
る
基
準

　

五�　

法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
に
つ
い
て
都
道

府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
参
酌
す
べ
き
基

準　

こ
の
省
令
に
定
め
る
基
準
の
う
ち
、
前
各
号
に

定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
以
外
の
も
の

（
基
本
方
針
）

第
二
条　

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
利
用
者
（
福
祉
ホ
ー
ム
を
利

用
す
る
障
害
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
地
域
に
お
い

て
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
現
に
住
居
を
求
め
て
い
る
障
害
者
に
つ

き
、
低
額
な
料
金
で
、
居
室
そ
の
他
の
設
備
を
利
用
さ

せ
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
に
必
要
な
便
宜
の
供
与
を

適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２�　

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
利
用
者
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重

し
て
、
常
に
当
該
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３�　

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
地
域
及
び
家
庭
と
の
結
び
付
き
を

重
視
し
た
運
営
を
行
い
、
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。

以
下
同
じ
。）、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
そ

の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
者
等
と
の
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４�　

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の

防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
そ
の
職
員
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
規
模
）

第
八
条　

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
五
人
以
上
の
人
員
を
利
用
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
規
模
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
職
員
の
配
置
の
基
準
）

第
一
〇
条　

福
祉
ホ
ー
ム
に
は
、
管
理
人
を
置
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２�　

管
理
人
は
、
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
に
熱
意
を
有

し
、
福
祉
ホ
ー
ム
を
適
切
に
運
営
す
る
能
力
を
有
す
る

者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
利
用
者
に
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
金
銭
の
支
払
の
範
囲

等
）

第
一
一
条　

福
祉
ホ
ー
ム
が
利
用
者
に
対
し
て
金
銭
の
支

払
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
当
該
金
銭
の
使
途

が
直
接
利
用
者
の
便
益
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
当
該
利
用
者
に
支
払
を
求
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
も
の
に
限
る
も
の
と
す
る
。

２�　

前
項
の
規
定
に
よ
り
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
際
は
、

当
該
金
銭
の
使
途
及
び
額
並
び
に
利
用
者
に
金
銭
の
支

払
を
求
め
る
理
由
に
つ
い
て
書
面
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
に
対
し
説
明
を
行
い
、
そ
の

同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平
一
八
・
九
・
二
九

厚
労
令
一
七
六

1

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に
基づく福祉ホームの設備及び運営に関する基準（抄）


